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「道成寺縁起絵解き」をめぐって── 〈かたり〉 の場についての試論 



























は、語りを源流から下流へ辿る意図が込められている いうことであった。そ てまた、最 「道成寺縁起絵解き」
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右に述べた「道成寺縁起絵解き」は、 「 だ一つ今 生きている」とされる「絵巻を使っての絵解き
」
1  であり、そ
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その限りで同じく内田が整理するところの 「妄執 よって蛇 化し 女 ために、 自らも蛇と化してしまった が 「法華経」 力 よって救済される」 いう『法華験記』 （およびそれに類する仏教説話群）の主題をも、受け継 でいるだろう。そしてこの主題によって物語を一貫させる限り、二人の登場人物は によって救済さ る対象ない 道具立てに過ぎな 、物語の主役はむしろ法華経となるであろう。一方、 『縁起』には、能「鐘巻」と同じ表現が見られる点や、 物語の筋とは関わりのない熊野詣での道中風俗が描かれている点など、 『法華験記』 異なる表現 見られる。そこには『縁起』独特の意図が窺われる。これら 総合して内田は「絵巻制作の意図」が「 『 （引用者注──『法華験記』のこと）のもつ「法華経」の功徳を説く教化 イデオロギーをもって、道成寺の権威を語る」こ である結論づけている。以上の内田 指摘 従う ら 『縁起』は、
登場する男女を法華経の霊験を説くための道具立てとし








絵解きを修得させるために作成・書写されたとされる台本である（以下、前者の台本を「手文」 、後者 台本を「千年祭本」 、また行為とし の絵解きを〈絵解き〉と表記する） 。
 
 
つまり、 『縁起』について 〈絵解き〉を考察 手掛かりとして、古いものから、 「手文」 「千年祭本」という二つ
の台本、および小野俊成によっ 現在 行われている〈絵
解き〉という、三つの材料があるわけである。これらを用
いて、 〈絵解き〉に特徴的な表現やその意義 探ってみたい。なお、小野 〈絵解き〉につ ては、冒頭で述べた国立劇場での公演のほか、 道成寺における絵解き説法も論者は拝聴しているが、 本稿ではＤＶＤとして入手できるもの
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たとえば「この人ちがひと云ふ図々しい安珍の詞に」という辺りに、 『縁起』をぶっきらぼうに辿る「手文」とは違うやや諧謔的な批評が入っているようである。違う言い方をすれば、右の語り方によって、安珍が「図々し」さという、一種の主体的な性質を持ち始めているの って、その点で〈絵解き〉独特の変化が現れ いるといえる。また、 「姫の心は張りさけんばかりに激昂いたしまして、瞋恚の炎を胸に収めかね、遂に口よ 火焔を吹き」という言い回しでは、清姫に対する人間的ないし水平的な同情がいっそう深まっている。一方 及び腰に描かれる安珍の様子を 驚きの色も見せず」 と語るあたりは絵との齟齬があ ようでもあり、 近代化した言葉がまだ絵と馴染んでいない感もある。よきにつけあしきつけ、 『縁起』から溢れた部分を持ち始めているというべきか。そのような危険を冒してまで、聴衆との距離を埋める工夫の必要が増したということであ かもしれない。かな 換算した文字数は、三つある台詞の一つがここにはないにも関わらず、 「手文」の一九五字を大きく
上回る二五七字におよぶ（引用した部分の直後に「をの
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珍逃げ腰ですね。帰りに寄る約束をしたものの、情けを受ければ年月の精進が水の泡。返事に困って「努々さる事覚え候わず人たがえにぞかくは承わるらん」 。ゆめにも
知らぬ、人違いというとんでもない返事。それで清姫、




二五字に収まっている。 「千年祭本」が内在的な読みをより展開しつつもややまとまりを欠いていたのに対して、小野俊成の〈絵解き〉は、聴衆の理解を助け引きつける工夫として砕けた口語を用いつつも、 『縁起』世界を離れない巧みな工夫がされている。 『縁起』にある台詞を的確に要約した口
語で承けつつ次の台詞と結び、それが『縁起』に描かれ




ば右に引いた「怒ったのなんの」と った表現は、 「千年祭本」の「この人ちがひと云ふ図々しい安珍の詞に」という表現にも通じる、 やや卑近ともいえる諧謔性が感じられる。 こ
の諧謔性によって、例えば同じ題材を扱う能「道成寺」
を鑑賞するような緊張とは違って、 執念に同情を抱き つもその執念の 部に深入りしないよう 独特の距離感が聴衆に与えられ 。他にも小野は、物語の途中に、安珍のように魅力 な男などどこにいるかと嘯く現代女性の言葉や、一方目先の欲望に惑 てうろうろする男性の言動を紹介して聴衆の笑いを誘ったりも いる。このような笑いは、極めて一般的に整理す なら、宗教的な教説に警戒感 持ちがちな現代の聴衆を解きほぐ 物語に抵抗なく誘い込む働きをもっている、とまずはいえそ である。なお〈かたり〉における笑い 意味 ついて 後で
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引用の途中省略した部分は、女性の妬心の深さを「外面似菩薩、内心如夜叉」といった常套的な句を用いつつやや
冗長に述べている部分であり、 「その理をいましめて」の「その」という指示語は、 「因果の道理」とともに妬心深いと捉えられた女性の性質を承けている。内容的には、 「手文」に見える「正直捨方便
 
但説無上道」の語が消え、代わ
















なり、能仏に成事を留め、うゑにはぼさつのごとくして、うちの心は鬼のやふなるべし。然共、忽に虵身を現ずる事は、世にためしなくこそ聞けれ。又、たちかへりおもへば彼女もたゞ人にはあらず、念の深ければかかるぞと言事を、悪 乱末の人に思知せむために、権現と観音と方便の御志、深き物なり。且は、釈迦如来の出世し給しも、偏に此経の故な 万 人 信をとらせむ御方便貴ければ、憚ながら書留る物なり。開御覧の人々は、
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まず結論を」と断った上で、 『縁起』下巻 序文を示しつつ 次 ように述べる。
 
（ 12 ） 
「しかれども忽ちに蛇身に現ずる事は世にためしなくこそ聞えけれ」 、 いくらなんでも蛇になる話はありませんね、「立ち返り思えばかの女はただ人にはあらず、執念の深け
ればかかるぞと悪世乱末の人を戒めんがため、権現と
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うちに理解されるべきであろう。 〈絵解き〉ないし〈かたり〉とは、時代を経て微細な小変化を蓄積させつつ磨き込まれる面と、このように演者 よってやや大きな変更が加えられる面の両面があるのであろう。現代の口語と『縁起』とを見事に統一・昇華したかのような小野にして、 おこ
れだけの言葉を挿入する必要が、現代の聴衆との間には必




本稿における結論は末尾で示すとして、 小野の挿入が勝手なものではないことを理解する一助として、 ここでは 「 （執）























8  を利用する。 同ＤＶＤ付属の栞において、
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うな、多くの語り芸における節を伴った〈かたり〉 （これが関山のいうフシにあたる）であり、 「噺」として時に人を笑わせ「騙り」として時に人をだますところの、明確には節を伴わない〈はなし〉 （関山のいうハナシ）である。その意味で関山の指摘の含意は深いものと認められるが 「何 作意もなく」という評言には幾分眉に唾する必要が ように思われる。仮に「何の作意もな」いように見せ とこ
ろに〈かたり〉の急所があるせよ、その使い分けには明確











より明確な筋を持つ、意識的な統合がより高度な言語行為である。また、 「いわれたままをはなす」という言い方はあるが「いわれたまま かたる」という言い方がないよ に、 〈かたり〉は日常からの隔絶を含んだ、一回的な言語行為でもある（その意味で〈はなし〉に近 〈かたり〉は日常に近く、 〈はなし〉から遠ざかるにつれ、 〈かたり〉は日常から隔絶す 度を強めるということにもなるだろう） 。逆に、もう一方の極である〈うた〉との関係 示せば、能における謡がそうであるように、 た〉 は歌 手が神霊と ってうた という超出的な契機を孕むものである。 つま 〈た〉は神霊などからの超越的・垂直的 言語行為に近く、 〈か
たり〉は〈うた〉よりも人間相互の水平的な発話行為に











〔フシのないハナシの口調で〕あなたがたが唱えておる念仏、 〔わずかにフシを含み〕私が唱えたがでない、 〔はっきりと に り声調高く〕南無阿弥陀仏六字の名号が、大悲の親の名号が、あなたの宿業として、はらわたのどん底から名乗り出いてくだされたのが南無阿弥陀仏のお六字様やから、あなたが唱えるがではない、如来が現わる、如来の現れいでてくださる世界を、 〔突然ハナシにもどって〕これを浄土という、仏のある世界を浄土という、鬼のある世界を地獄ちゅうてね、 〔汗を拭きつつ伏し目 〕オラやあんたが地獄やと。
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平的に説かれる〈はなし〉 （ハナシ） おいてはどうか。道成寺縁起の〈絵解き〉において、人々は他者や何者かを愛慕することを通してしか生きら ない「悪世乱末の人」として迎えられていたが、節談説教においても、右の引用が示すように、聴衆は「地獄」を体現する衆生 して語られている 際、人間相互の水平的関係 近いここでは、人々の自覚を促す仕掛けとして「笑い」が巧みに援用され いるよう 見え 。前節で〈絵解き〉を考察した際は、笑いには聴衆の警戒心を説く役割があると述べたが、実は〈
かたり〉における笑いはもっと深い意味があるように思









場を確認し保持する働きがあるといってよいだろう しかし のこと 同時に、笑 が敗者や約束不履行者への残虐
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に日常の場に回帰するのではあるまい。そこに 日常から 隔絶を含んだ〈かた 〉ならではの磁 が形成され うとしているはずである。
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人生を、貪欲と怒りと愚痴でうろうろするばかり。大事な人ともけんかしてしまうことが多いですね。しかし人間にはすばらしい力がありますよ。笑 、ということ 笑いの力で、怒りも貪欲も愚痴も、やがて区切りをつけることができますね。冗談のような笑いはすぐ消えます、しかし和やかなご夫婦やカップルから生まれるほほえみは、じわっと湧いて消えることがないですね。みなさんがたの大事なパートナーを大切にして頂くと、天国の安珍さん清姫さんがさぞお喜びになると思 ま 。
 
  
ここで肯定される 「ほほえみ」 のある磁場の尊重は、 一見するとただの日常肯定であり回帰であるようにもみえる。
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る。節談説教においては「受け念仏」 呼ばれる、説教師の 葉に応えて聴衆が「南無阿弥陀仏」と応じる掛け合のようなものが存在しているが、 〈かたり〉は、聴衆の反応によって盛り上がりもし、その求めに応えて形を変えてく面もある。道成寺縁起の〈絵解き〉が 右に見てきたよ
うに年を経て姿を変えていったのも、時代の民衆が影響し








女を主役とする物語へと変化し が それを求める聴衆に応えた側面も恐らく るだろう。だが一方、真の意味で なったのは、 安珍清姫という現実の男女 通して現れた、 超越者としての熊野権現 千手観音である。権現と観音という超越者が、 〈うた〉の代わりに絵物語の詩情を通じて現れ 装置としての機能す のが『縁起』なのであろう。すなわち〈かたり〉が一方の極において超越へと開かれる は必ず も明瞭な〈うた によってばかりではない。歴史ある絵巻であり時には〈かたり そのもの もつそ 磁場 統一性が〈うた〉の役割を果た こともあ













1  林雅彦『増補日本の絵解き――資料と研究』 （三弥井書房、一九八四年） 。
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現代」 （二〇一二～二〇一四年度） の成果の一部である。
 
